
クラス年齢

R8年度　　　　  歳児

（１）基礎点

父 母

就労時間　月 160時間以上 11 11

(休憩時間を含む) 140時間以上 160時間未満 10 10

120時間以上 140時間未満 9 9

※最低実労働時間 100時間以上 120時間未満 8 8

　６４時間以上とする 100時間未満 7 7

【※２減算】 -1 -1

【※２減算】 -3 -3

6 6

就労時間　月 64時間以上 4 4

2 11 11

入 院 11 11

7 7

5 5

11 11

6 6

4 4

11 11

9 9

7 7

5 11 11

6 3 3

7 1 1

8 No.1の外勤に準ずる No.1の外勤に準ずる

9 11 11

10 - -

※証明書を２種類以上提出された場合の点数は主たる事由を優先するものとします。

※就労時間は休憩時間を含み、残業・通勤時間を除く規程の時間で判断するものとします。

※育児短時間勤務や部分休業の点数は、これがない場合の勤務時間で判断するものとします。

※1.自営業協力者については、３親等内の親族におけるものを対象とします。

※3.令和8年4月1日から就労・就学予定で活動中であり、令和8年2月20日までに各種証明書を提出する場合に限ります。

基礎点(①) 調整点(②) 合計(①+②)

幼児教育保育課使用欄（入力不要）

確定申告書なし
源泉徴収票等の証明書なし

外 勤
（ テ レ ワ ー ク ・ リ モ ー ト ワ ー ク 含 む ）

自営中心者・経営者等

大府市保育所等利用調整指数表

1 就 労
　自  営  協  力  者
( 親 族 経 営 等 )※１

 親族が経営する自営業・農業を補助

就 労 予 定

確定申告書に専従者の表示あり
源泉徴収票あり

内定証明書等のみの提出(就労証明書が提出できない場合）

内 職

保育所名 児童氏名

区分・類型

No.
保育が必要な理由

指数
※あてはまるものに〇

状況

入院　１ヶ月以上

通 院
在 宅

通院　月16日以上

通院　月16日未満
保育が不可能である旨の医師の診断書がある場合

障 が い

※太枠内を記入

4

常時観察と介護を要する寝たきり者等の付き添い

月100時間以上の介護・看護

月64時間以上100時間未満の介護・看護

介 護 ・ 看 護

妊 娠 ・ 出 産 出産の前後

3
疾 病
等

疾 病

学校教育法等に規定する学校に在学している又は職業訓練を受けている
または就学予定が確定していることが確認できる場合（指数は外勤に準ず
る）

求 職 活 動 就労に向けて活動中

身体障害者手帳1・2級、精神障害者保健福祉手帳1級   、療育手帳Ａ

身体障害者手帳3・4級、精神障害者保健福祉手帳2・3級、療育手帳Ｂ

上記以外

（裏面へ続く）

災 害 災害の復旧

就 学

就 労　・　就　学 予 定　※３就労・就学に向けて活動中（令和8年4月より就労・就学予定）

虐 待 ・ Ｄ Ｖ 虐待やＤＶのおそれがある場合

そ の 他 児童福祉等の観点から特に調整が必要と大府市が認める場合

基礎点・・・①（最高22点）

※2.自営協力者(親族経営等)や親族が経営する自営業・農業を補助する者は、自営中心者・経営者において該当す
る指数から指定する指数の減算を行ってください。
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（２）調整点　（加算・減算）

11

12

13

14

15 1 1

16

17

18

19

20

※No.13とNo.14の重複による加算は行いません。

※指数については、毎年見直しを行う場合があります。

　私は、入園できない場合、育児休業の延長が許容できるため、当該年度入所（令和８年度保育園等入所）の

申込みにおいて、大府市保育所等利用調整指数表（２）調整点のNo.20（入園できない場合、育休を継続する）

が適用されることに下記の確認と共に同意します。

確認欄

□ 減算を行いますが、選考結果によっては入園可となる場合があります。

□ 育児休業を取得している証明をもって減算となるため、育児休業を取っていることを就労証明書等で

確認できない場合は本減算は適用されません。

（代表）保護者名

区分・類型 状況

兄 弟 姉 妹 在 園 入園希望施設に兄弟姉妹が在園中 3

No.
保育が必要な理由 指数

※あてはまるものに〇

生 活 保 護 生活保護による被保護世帯 5

ひ と り 親 世 帯 父親又は母親の死亡・離別など 16

育児休業の延長を許容できる方の入園申込みにおける減算適用の同意

保 育 士 勤 務

保育士の資格を有する者が、市内の認可保育所、
認定こども園、地域型保育事業所、認可外保育施
設で保育士・保育教諭として勤務・内定してい
る。（保護者１名あたり１点とする）

学 区 内 希 望
( １ ～ ３ 年 保 育 の み )

居住する地域の小学校区域内にある保育園への入
園が第１希望である

1

-3

育児休業中につき復帰先の就労先や就労時間が未
定である

育 児 休 業 中
（ 職 場 復 帰 予 定 あ り ）

※No.14は保護者負担軽減を図る目的のため、第1子を希望園に入園させたいが、第2子の育休延長は許容できる場合
等の理由からNo.14とNo.20の重複は認められません。また、認定こども園の1号認定として在園しており、同施設の
2号認定の申込と同施設への兄弟姉妹の申込を同時に行う際も同じ理由からNo.14ではなくNo.13が適用されます。

兄弟姉妹が同時に同じ施設に入園申込み 2

※No.20「入園できない場合、育休を継続する」を選択される場合は、下記の同意欄を確認の上で署名してくださ
い。保育所入所保留通知書の発行を希望される方は令和8年2月9日以降に幼児教育保育課へご連絡下さい。（発行ま

令和９年４月１日以降に職場に復帰する

育 児 休 業 中
（派遣等の就労先・時間未定）

調整点・・・②

-3

※No.19は派遣登録の有無に関係なく、就労先及び就労時間が未定の場合は対象となります。ただし、育児休業取得
前の就労実績が記載された就労証明書に、「就労実績と同条件で継続予定」等、復帰又は契約期間満了後も同条件
の就労が継続される旨の記載がある場合は減算の対象となりません。また、減算の有無に関わらず、入所予定月の
前月20日までに復帰後の見込みの就労証明書を必ず提出していただきますが、上記のように「就労実績と同条件で
継続予定」として申込みした方で、申込時より点数が低い場合は入園取り消しとなります。

令和　　年　　月　　日

兄 弟 姉 妹 同 時 申 込 み

入 園 で き な い 場 合 、
育 休 を 継 続 す る
（※下記同意欄の記入要）

育児休業の継続が許容できる場合 -18

保 育 料 等 の 滞 納
(生活保護費被保護世帯を除く)

入園申込みの時点で保育料等の滞納がある

-5
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